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（Begga, 693没）の結婚によりピピン2世（Pépin II, 宮宰687-714）が生まれ、ピ
ピン2世はカール・マルテル（Charles Martel, 宮宰714-741）の父、ピピン３世
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的な王国の支配者となっていた16。その子ピピン３世（Pépin III, 宮宰741-751， フ
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ゴリウスの名を冠するにいたったのだろうか。« Chant grégorien »、日本ではキ
リシタン以来のイタリア、スペイン、ポルトガル風の呼び名が残り「グレゴリオ聖
歌」と呼びならわされているこの名称は61、ローマ教皇グレゴリウス1世（Grégoire 













ヨハネス8世（Jean VIII, 872-882）の命により、ヨハネス・ディアコヌス（Jean 
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グレゴリオ聖歌形成過程における司教座都市メスの役割 
称の慣用的使用につながった。名門貴族の家に生まれたグレゴリウスは、芸術的資
質に恵まれ、謙虚で慈愛に満ちた人柄であったという。35歳で父の死に遭遇し、父
祖の家と6つの地所を修道院に変え、修道生活をはじめた。神学、法学、修辞学に
通じているだけでなく、優れた外交能力をもち、コンスタンティノープルに教皇
大使として派遣され6年間を過ごしたのち、590年、教皇に選出される。病弱の身
であり、またかつて送った静かな祈りの修道生活に憧憬を抱きながら、教皇職の激
務をこなした。教皇となってからもその謙虚さは変わらず、ほめられることを極度
に嫌った人であったが、それにもかかわらず、死後「大グレゴリウス」（Gregorius 
Magnus/Grégoire le Grand）と呼ばれることを妨げることはできなかった。彼は教
皇職のかたわら、聖ベネディクトゥス伝を含む『イタリアの師父たちの生涯と奇跡
についての対話録』、『福音書講話』など、多くの著作を残した。ベネディクト会修
道士であった彼は、「修道者出身の最初の教皇」であり、「神のしもべらのしもべ」
（Servus servorum Dei）との称号を用いた最初の教皇でもあり、生涯をとおして修
道精神を保った80。たしかに彼は、ローマ式典礼聖歌を飾る教皇の代表として、もっ
とも魅力的で理想的な人物だったのだろう。
おわりに
　フランク王国において、東の分国アウストラシアの首都メスはカロリング家発祥
の地であった。ピピン３世とメス司教クロデガングの働きにより、メスはローマと
密接につながり、ローマ式典礼音楽の中心地として成立した。シャルルマーニュは
父ピピン３世の路線を継承し、ローマ式典礼聖歌の整備を行い、全フランク王国に
浸透させようと努めた。キリスト教王国の君主として、シャルルマーニュとその前
後の王たちはローマの規範を一貫して採用し、ローマとの緊密な連携のもと、典礼
80 グレゴリウス1世『福音書講話』熊谷賢二訳、創文社、1995、P. ネメシェギ「序言」
p. i-vii. グレゴリウス1世『対話』、矢内義顕「解説」、上智大学中世思想研究所編訳・監修
『中世思想原典集成5 後期ラテン教父』平凡社、1993、p. 442-446；『中世思想原典集成精
選2 ラテン教父の系譜』平凡社ライブラリー、2019．トゥールのグレゴリウス『フランク
史 10巻の歴史』杉本正俊訳、新評論、2007、p. 504-508。ヤコブス・デ・ウォラギネ『黄
金伝説1』第46章「聖グレゴリウス」前田敬作、今村考訳、p. 490. 神吉敬三「グレゴリウ
ス1世」、『新カトリック大事典』t. II、p. 635-637．
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聖歌改革が推し進められていったのである。メスの聖歌学校とアーヘンの宮廷を中
心に、ローマ＝フランク式、やがてグレゴリアンと呼ばれるようになる聖歌を体系
的に整えていった。メス聖歌やローマ＝フランク聖歌ではなく、ローマ教皇グレゴ
リウスの名を冠した流れからは、典礼聖歌の統一が思うように進まないシャルル
マーニュや推進者たちの焦慮も感じられ、偉大なるグレゴリウスの名を借りて、彼
らの整備した普遍的聖歌の正統性と権威を人々の心に植えつけようとした意図が見
てとれる。シャルルマーニュの宮廷は、ヨーロッパ各地から知識人が集結した国際
的環境であったことも忘れてはならない。民族性や地方性を越えて、ルーツの異な
る知識人たちが多様な要素を融合させ、彼らのバランス感覚の中で典礼聖歌を整備
し、いわばヨーロッパ的な総合（synthèse）とも言える音楽の基礎を生み出したの
である81。
81 「私が痛感したのは、歴史は長い時間をかけてはじめて明らかになるものであるということ
です。歴史家がある時代を理解するためには、現在と過去との間を行ったり来たりしなけ
ればならないということも学びました」（ジャック・ル・ゴフ『中世とは何か』池田健二、
菅沼潤訳、藤原書店、2005、p. 290-291）。
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